
◆夢を育み 明日が待たれる 魅力ある学校づくり◆

北 教 だ よ り

通常授業の開始から１月がたちました。修学旅行や校外学習、県北

駅伝大会に市内新人戦と、授業や行事に追われ、先生方もお疲れのこ

とだと思います。

一方で、通常授業になり、超過在校等時間の増加が懸念されます。

先日、文書にて、月40時間を越えた時点で校長先生による面接をお

願いしたところです。月80時間以上になると、過労死ラインを越える

ことになります。

11月は、中学校で下校時間が早まる時期に入りますので、今一度、

小・中・特別支援学校とも超過在校等時間の縮減をお願いします。

下表は今年度の４～９月における管内の超過在校等時間の状況で

す。「80時間を越えないためにはどうするか」から考えをスタートさせましょう。

超過在校等 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

時間

管内小学校

平均時間 51時間55分 45時間38分 51時間02分 36時間13分 ４時間15分 24時間28分

45時間以上 50.7% 47.0% 50.4% 29.0% 0.1% 8.1%

80時間以上 9.9% 3.5% 9.0% 0.6% 0.0% 0.0%

管内中学校

平均時間 71時間52分 66時間39分 70時間41分 52時間02分 ７時間47分 23時間59分

45時間以上 48.0% 48.3% 48.1% 46.7% 1.1% 7.9%

80時間以上 35.7% 28.1% 33.0% 10.8% 0.0% 0.3%
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～次の取組はもう行っていますか？チェックしてみましょう～
□ 時間割の工夫による５時間授業の実施 □ 学校閉庁日の導入

□ 朝学習・朝読書指導の役割分担 □ 留守番電話の導入

□ 学習指導案や教材の共通化 □ 専科教員の活用

□ 会議のペーパーレス化の徹底 □ 一斉下校日の設定

□ 内容の焦点化など校内研修の精選 □ 複数顧問制の活用

□ 学校行事の精選・地域行事への参加の精選 □ 部活動数の精選

□ 定時退勤日の徹底 ※「『全国の学校における働き方改革事例集』

文部科学省」による

今一度、超過在校等時間の縮減を！

管内の超過在校等時間の状況（４～９月）


